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　ハワイの音楽シーンは素晴らしい。面白
いといったほうがいいのかな。ハワイならで
はの独特な世界がある。それはラジオから
ローカルのアーティスト達の音楽が流れてく
ること。ローカルのアーティストを大事にす
る心があり、インディーズ・レーベルの音
楽でも、ラジオで流してサポートをしている。
それはアメリカの他の州ではあり得ないこ
とだ。その上、ほとんどのハワイアンアー
ティストのライブは、ハワイで観ることがで
きる。ハワイのアーティスト達はCDデビュ
ーをしていても、デビューしてなくても、有
名でも無名でも、ワイキキのホテルのロビ
ーやビーチサイドのバー、あるいは街の中
のライブハウスなどで気軽に聴くことができ
る。アーティスト達も演奏する場所がたくさ
んあるので、音楽レベルも高い。
　それからもうひとつ、ハワイの音楽シーン
では素敵なことがある。それはディナーク
ルーズ。そう、観光客向けの船上での夕食
だ。これもハワイのアーティストのライブを
観るチャンスのひとつで、これは素敵な体
験だろう。
　僕も音楽CDを作っていた90年代は、よ
くクルージングに乗ってディナーをしなが

ら、傘を突き立てたマイタイやピニャコラー
ダを飲んでいた。
　その頃に観たバンドのひとつが、このカ・
アウ・クレーター・ボーイズ。ふたり組のデ
ュオで、揃ってサーファーだ。ひとりはミリ
オンダラーボイスといわれるヴォーカル兼ギ
ターのアーニー・クルーズ・ジュニア。もう
ひとりはピアノみたいに美しい音を出せるウ
クレレとヴォーカルを担当するトロイ・フェ
ルナンデス。彼らはカバー曲とオリジナル
曲で90年代のハワイのジャワイアンブーム
（レゲエ×ハワイアン）、にのったバンドの
ひとつだ。今回紹介したアルバムにはハワ
イのトラディショナルな曲をはじめ、ロック
のカバーやオリジナルが入っている。一曲目
の『トロピカル・ハワイアン・デイ』はオリ
ジナルで、ハワイのチャートでも一位を記録
した。ビートの効いたリズム感のあるメロデ
ィーが、若いハワイアン達やサーファーの心
をくすぐったのだ。なかでもトロイのウクレ
レ・ソロは、それまでのウクレレに新しい
命を捧げた。ウクレレの存在は学校で習う
楽器から、格好いい楽器に変身したんだ。
もちろん彼らは観光客相手の経験もあるか
ら、トラッドのハワイアンにも精通し、演

奏もうまいから、いうことなしだ。
　僕がそんな彼らを初めて見たのは、やは
り船の上だった。それからというもの僕は
ハワイに行くたび、彼らのライブを見に行っ
ていた。ある時ホノルルの港にあるアロハ
マーケットプレイスのライブを見た時、彼ら
がハワイにとっていかに大きな存在かという
ことに気づいた。彼らの前にはウクレレを
持ってきていた子供達がたくさんいた。そ
の子供達はみんなトロイがステージに立って
いる前に並び、トロイの指の動きをジーッと
見てテクニックを自分のものにしようとして
いた。その後、ハワイの音楽は変わってい
った。彼らがウクレレの演奏に広がりを持
たせたといっても言い過ぎではないだろう。
　これは余談だけど、僕はその後、アーニ
ーと仲良くなり、ローカルしか知らないサー
フスポットによく連れて行ってもらった。ア
ーニーはのんびりとして優しいアロハスピリ
ットにあふれたナイスガイだよ。

ハワイの音楽シーンを変えたサーファーデュオ
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